


















































序章  戦後イギリス外交再編の試み 
 １ 「三つのサークル」と戦後外交の再編 





 １ スエズ戦争後の「特別な関係」の修復 
 ２ イギリスの核抑止力とアメリカへの依存 
 
第二章 第二次ベルリン危機と米ソ接近 
 １ 第二次ベルリン危機の勃発 
 ２ 超帝国としての外交の挫折 
 
第三章 英米間の「特別な関係」の再構築と統合ヨーロッパ 
 １ ヨーロッパ統合に対する独自の構想 
 ２ イギリスの EEC加盟をめぐる米欧関係 





 １ ヴェトナム和平外交の始まり――一九六四～六五年 
 ２ イギリス主導のコモンウェルス・ミッション構想――一九六五年 





 １ 世界的な役割の再考 
 ２ 再び統合ヨーロッパへ 
 
 第Ⅲ部 戦後イギリス外交の再編の収束――ヒース政権の時代（1970～74年） 
第六章 デタントとイギリスの EC加盟 
 １ 超大国デタントの成立 
 ２ EC加盟の実現とヨーロッパ・デタントの進展 
 
第七章 大西洋同盟内の対立 
 １ キッシンジャーの「ヨーロッパの年」演説 
 ２ 第四次中東戦争と第一次石油危機 
 
第八章 英仏核協力構想の新たな模索 
 １ 英仏核協力構想とイギリス「独自」の核抑止力 
 ２ 「特別な防衛関係」への依存 
 
終章 戦後イギリス外交の再編の試みとその収束 
 １ 漂流するイギリス外交 
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